
　　　　　　アリルァルコールの分解度試験成績報告書
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3！試験装置

　　　　　酸素消費量自動測定機

　32　酸素消費量測定　　　　　　　　　　　‘

　　　　　3！の記録による

　33　生分解試験後の直接定量法

　　（a）　使用分析機器

　　　　　　全有機炭素分析計

　　　　　　ガスクロマトグラフ　検出器FID

　　（b）　分析試料の前処理

　　　　　　　　　　　試験液1

　　　　　　　　　　　　　　・遠心分離（／∫009×10分間）

　　　　　　　　　　　　　　・上澄液分取

　　　　鯉l　l即計諏■

∠　試験期間　　昭和50年9月1日～昭和50年9月29日

ユ試料名　アリルアルコール（試料塩K一！1す）

3　試験方法及び条件

　（c）分析条件

　　　　全有機炭素分析計（T　o　c計）

　　　　　流速　 TG回路　 200皿■／min

　　　　　温度　TC炉　　850℃

　　　　ガスクロマトグラフ（GG）検出器FエD

　　　　　キャリアガス　　N！

　　　　　充てん剤　．ZO％PEG20M／クロモソルブW

　　　　　ガラスカラム　　．2㎜φ×．2m

　　　　　カラム温度　∫6℃

荏　試験結果

分解度〔多） 付　　　図 付　　　表

酸素消費量による結果 86．0 ！
一

T　OC計による結果 9よ5’ 2 ！

（｝0による結果 100 3 2

よ　『そ　の　他

　　　操作上特に問題はなかった。

以 上




